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追加の穂肥未施用で、葉色淡いほ場は 

            追加穂肥を実施！ 
～8月は猛暑予報、追肥と飽水管理の徹底～ 

１ 生育状況 
コシヒカリの生育は、草丈「長」、茎数、葉数「並」、葉色「やや濃」。 

 

品種  草丈（㎝） 茎数(本/㎡) 葉数(葉) 葉色(SPAD 値) 

コシヒカリ 
(調査点数９) 

本年値 98 373 13.0 34.1※ 

指標比･差 110 ％ 99 ％ －0.3  +1.1  

  ※ 葉色は SPAD値で 28～38と、ほ場間差大 

２ 今後の天気（７月 27日～８月 26日：新潟地方気象台７月 25日発表） 

 
 

３ 今後の栽培管理 
(１)コシヒカリの穂肥対応 

ア 連休植えのコシヒカリで走り穂が見られている。 

イ 連休植えのコシヒカリで追加穂肥を実施せず、葉色が SPAD値 33を下回る場合は

直ちに窒素成分で 1.0kg/10aをめやすに追肥する。 

ウ ５月 10 日以降田植でも、8 月以降は高温が続くと予報されているので、分施体

系、全量基肥施肥体系とも葉色が SPAD値 33を下回る場合は窒素成分で１.0kg/10a

をめやすに追肥する。 

※※葉色低下の大きいほ場や低地力ほ場では施肥量を増やす 

(２)水管理  

  ア 出穂前後は最も水を必要とする時期である。飽水管理で土壌水分を保持し、地温

の上昇を抑え、根の活力維持を図り、出穂期 25日後まで飽水管理を実施する。 

  ウ 緊急情報に注意し、強風・フェーン等が予想される場合はあらかじめ湛水し、障

害の発生防止に努める。 

 エ フェーン通過後は、通水状況を考慮し、可能な範囲で水の入れ替えを行う。 

(３)病害虫防除 

ア コシヒカリ BL以外の品種で葉いもちの発生量が多いほ場は、粉剤または液剤によ 

る穂いもち防除を行う。 

イ 高温下では斑点米カメムシ類の加害活動が活発になるので、穂ぞろい期に確実に 

薬剤防除を実施する。 
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気温：高い確率  80％  降水量：平年並～多  日照時間：多～平年並 

稲作速報 No.８ 

～熱中症対策を万全に、日中の農作業は控えましょう～ 

異 常 気 象 を 意 識 し た コ ン パ ク ト で 丈 夫 な 稲 づ く り ！ 


